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超大型浮体構造物メガフロート周辺の
海洋環境変動の把握

国土の狭い日本

海上の有効利用

背景

超大型浮体構造物
（メガフロート）

Mega float

環境への影響小

水深の深い海域でも
設置可能。

地震の影響小

背景

１９９５年～フェーズ１

「環境への影響は少ない」

メガフロート技術研究組合による実証実験

大規模な浮体における

詳細な調査

１９９８年～２０００年

フェーズ２

実規模実証実験

６倍の面積 ↑海水交換の活発な場所での結果

背景　環境影響評価

数値シミュレーションでは、物理・化学・
生物的過程の数値的モデル化が必要

化学・生物的過程は実測データが少な
く、計算値との比較検討ができない。

化学・生物的過程のデータの充実が不可欠



目的

浮体周辺の海洋環境の変動のメカニズムを把握すること

＋

浮体が与える周辺環境への影響を考察すること

Mega float

生物に関係の深い項目に特に注目
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上下差大
短期間での変動
大
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上層塩分高い
上下差小
短期間での変動小

冬期
下層が高温
上下差小
短期間での変動小

夏期
上層が高温
上下差大
短期間での変動大

4月中旬
温度差が出始める

10月成層消滅上下差
最大11℃

0

2

4

6

8

10

12

14

16

J A S O N D J F M A M J J A S O N D

2m

16m

7 8 9 10 11 12 1 2 7 8 9 10 113 4 5 6

D
O
(m
g/
l)

計測結果　

冬期
高濃度で安定

夏期
変動大

1999

･　物理的変動に大きく左右されている
・　下層は特に夏期低く冬期高い

しかし、東京湾湾奥でみられるような0mg/ｌの貧酸素水塊はこ
の海域では見られない

DO(溶存酸素）

・短期での増加が大きい。夏は数日で４，５倍になる

・夏期は湧昇流による影響が見られ、物理場の影響が見られる

・一般的な海域とは異なり春・秋ではなく夏期に高濃度

0

5

10

15

20

25

J A S O N D J F M A M J J A S O N D

2m 

16m

C
h
lo
ro
p
h
yl
l-
a(
μ
g/
l)

冬期
少ない
短期間での変動小

夏期
多い
変動大

1999 7 8 9 10 11 12 1 2 7 8 9 10 113 4 5 6

クロロフィルａ
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採水による栄養塩　

上層では生物に消費され低濃度

底層では底層の沈殿物により高濃度

例：９月１２日の採水結果
y = 0.0619x + 0.0005

R
2
 = 0.2557

-1.5

-1

-0.5

0

0.5

1

1.5

2

2.5

-10 -5 0 5 10 15

NO2+NO3－N（μmol/l）

C
hl
or
op
hy
ll-
a（
μ
g/
l）
  
 . Data　Point

回帰直線

栄養塩とクロロフィルa、DOの関係

・栄養塩が増えることにより、

クロロフィルaの生産活動が

活発になり、またDOも増える。

・栄養塩とクロロフィルa、クロ
ロフィルaとDOを同じ時期の
データを用い回帰分析

・栄養塩とクロロフィルa、クロ

ロフィルaとDOともに正の相関
y = 0.4966x - 0.0026

R
2
 = 0.1778
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スペクトル解析

0

4

8

12

16

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

2m
16m

S
pe
c
tr
u
m
(℃
2
・
da
y)

Frequency(cycle/day)

例：8月の水温

半日周期

14日周期

4,5日周期

1日周期

・半日周期
　潮汐(M2潮)の影響　
　主に下層の見られる

・1日周期
　日射の影響
　主に上層にみられる
　塩分にはみられない

・4,5日周期
　風の影響
　上下ともにみられる

・14日周期
　潮汐(大潮小潮)の影響
　上下ともにみられる

変動要因ごとに考察

潮汐の影響 10月の具体例(下層)
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風の影響　成層が発達した夏期の水温差と風

南風が特に強い時に成層が弱くなる傾向

風と水温のコヒーレンス
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コヒーレンスが0.167cycle/day
でピークを迎える。
そのときのフェイズは上層で
2rad、下層で4.2rad

＝
風は約6日周期で水温に対
し影響を与えており、水温
の変動の遅れは、上層で
1.9day、下層で4.0dayとなる。

南風により湧昇流が起
こる。
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・DOはクロロフィルaに比べ2点間での差が少ない。

クロロフィルａが増加すると、ＤＯが生産される一方で、植物
プランクトンの分解によってＤＯが消費され、差は生じず

DOへの影響
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栄養塩への影響

生物活動に
よる栄養塩

４ｍ以深で海水交換
により影響緩和
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クロロフィルa減少
呼吸

DO減少

今回の計測海域では、　
一般に見られる、夏期の
貧栄養によるクロロフィル
aの減少は見られずに、
増殖をしていました。

今回は夏期（6～8月）で、
10％(1.2μg/l)程度の減
少が見られた。

付着生物栄養塩

海面下2mでの浮体の影響

今回は減少は見られなかったが、クロ
ロフィルaの減少を考えると、1日あたり
1.3mg/lのDOが減少すると計算される。



結論１　浮体周辺海洋環境の変動のメカニズム

１・季節変動

・夏期は成層が発達し、冬期は成層がなくなる。

・クロロフィルａ、ＤＯに関しても成層の影響を強く受け、夏期は上層と
下層で濃度に違いが生じる

２・短期変動

・主に日射、潮汐、風の影響を受ける

・日射の影響は上層で、潮汐の影響は、下層であらわれる

・風の影響は湧昇流となって、全体に影響を及ぼす

その他、物理的変動に左右されない生物的な変動のデータが収集で
きた

◎水温

浮体下で変動の遅れ生じるが影響は小さい。

物理的要素より生物的要素に浮体の影響大

◎クロロフィルａ

浮体の遮蔽効果により浮体下上層で濃度減少

◎栄養塩

浮体の付着生物により海面付近及び底層で濃度上昇

◎ＤＯ

クロロフィルａ、付着生物との関係で複雑に変動

結論２　浮体が与える影響

◎浮体の生物への影響は浮体の大きさ、設置位置等

によって複雑に変わる。

→より多くの観測データの充実

　　数値シミュレーションなどによる影響評価

◎海水交換によって、浮体縁と浮体下での差はなくなる。

→人為的な海水交換のシステムの開発・考察

結論３　提言


